
Lysophospholipase（リゾホスホリパーゼ）：リン脂
質・リゾリン脂質処理と脂質組成調整向け酵素
Enzymes.bioリサーチチーム · ニュージーランド・ウェリントン · June 18, 2026

Lysophospholipase（リゾホスホリパーゼ）は、リゾリン脂質のアシル結合を水で加水
分解し、脂肪酸成分とグリセロホスホコリンなどの水溶性リン脂質由来成分へ変換する
酵素です。代表的な分類である EC 3.1.1.5 では、2-lysophosphatidylcholine と水から
glycerophosphocholine と carboxylate を生成する反応として説明されます[1]。
Enzymes.bio は本酵素を製造業者・研究所としてではなく、1 kg単位でオンライン直接
購入できるB2B酵素として供給し、CoAおよびSDSは注文時に併せて提供されます。

Lysophospholipaseとは何か：リゾリン脂質を「さらに分解する」加水分
解酵素

Lysophospholipase は、リン脂質から1本の脂肪酸鎖が外れて生じたリゾリン脂質を、さらに加水
分解する酵素群を指します。代表的な基質として lysophosphatidylcholine、特に 2-
lysophosphatidylcholine が挙げられ、反応後には glycerophosphocholine と脂肪酸由来の
carboxylate が得られます[1]。このため、リン脂質をリゾリン脂質へ変える酵素ではなく、すでにリ
ゾ化されたリン脂質をより小さく、より極性の高い成分へ変換する酵素として理解するのが実務上
わかりやすい位置づけです。

名称上は、lysophospholipase、lysolecithinase、lecithinase B、2-lysophosphatidylcholine
acylhydrolase などが関連して扱われることがあります。これは、リゾレシチンやリゾホスファチジ
ルコリンのアシル結合を切る反応に着目した呼称が複数存在するためです[1]。ただし、名称が似て
いても、phospholipase A、phospholipase B、lysophospholipase D などは反応位置や生成物が異
なる場合があるため、工程設計では「どの脂質を、どの生成物へ動かすか」を基準に区別する必要
があります。

Enzymes.bio が供給する Lysophospholipase は、リン脂質・リゾリン脂質を含む原料、レシチン関
連素材、油脂・脂質加工、バイオプロセス開発、脂質組成の調整を検討する企業ユーザー向けの酵
素です。Enzymes.bio は製造業者や研究所ではなく、オンライン販売を行う供給業者であり、製品
は1 kg単位で直接購入できます。注文処理に伴い、CoAとSDSが提供されるため、受領後の社内管
理や安全情報確認に接続しやすい供給形態です。
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反応機構：リゾリン脂質のアシルエステル結合を水で切断する

Lysophospholipase の中心的な反応は、リゾリン脂質に残っている脂肪酸エステル結合を水で切断
する加水分解です。EC 3.1.1.5 の代表反応は、2-lysophosphatidylcholine + H₂O →
glycerophosphocholine + carboxylate という形で示され、脂肪酸残基が外れることで、疎水性の高
い脂質分子が水溶性成分と脂肪酸由来成分に分かれます[1]。

2-lysophosphatidylcholine + H2O

        ↓ Lysophospholipase

glycerophosphocholine + carboxylate

この反応の実務的な意味は、リゾリン脂質を単に「除く」のではなく、化学的に別の成分へ変換す
る点にあります。リゾリン脂質は、リン酸基やコリンなどの親水性頭部と脂肪酸鎖を併せ持つた
め、油水界面、乳化状態、膜様構造、脂質分散系に影響しやすい分子です。Lysophospholipase に
よる加水分解では、その両親媒性構造が崩れ、glycerophosphocholine 側と脂肪酸側に分かれるた
め、脂質画分の挙動や後工程での分離性が変化する可能性があります[1]。

Figure 1. 리소인지질은 꼬리가 하나인 양친매성 구조를 지녀 유수 계면에서

매우 높은 활성을 보입니다.

反応に水が関与するため、完全な無水油相よりも、酵素、基質、水分が接触できる分散系や乳化系
のほうが反応設計の対象になりやすくなります。ただし、これは特定条件を意味するものではあり
ません。酵素反応は原料中のリン脂質種、リゾリン脂質濃度、油水比、分散状態、温度、pH、共存
塩、界面活性成分、金属イオン、残留溶媒などに影響を受けるため、最終的な挙動は工程ごとに異
なります。
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リン脂質加工での位置づけ：Lysophospholipaseが担う工程上の役割

リン脂質加工では、phospholipase A 系の反応によってリン脂質から脂肪酸が1本外れ、リゾリン脂
質が増える場面があります。これに対し Lysophospholipase は、リゾリン脂質をさらに加水分解し
て glycerophosphocholine などへ進めるため、リン脂質分子をリゾ化する工程とは反対に、リゾリ
ン脂質プールを低減・変換する方向で機能します[1]。つまり、工程全体の中では「リン脂質をリゾ
リン脂質へ動かす酵素」ではなく、「リゾリン脂質を次の分解産物へ動かす酵素」です。

この違いは、レシチン、リゾレシチン、リン脂質濃縮物、油脂中のリン脂質残渣を扱う場合に重要
です。リゾリン脂質は乳化や分散に寄与することがある一方、工程によっては残存量や組成を調整
したい対象にもなります。Lysophospholipase を用いると、リゾリン脂質を脂肪酸由来成分と水溶
性頭部成分へ変換できるため、脂質組成を意図的に動かす選択肢になります[1]。

ただし、Lysophospholipase の使用は「常に乳化性を改善する」「常に風味を改善する」「常に不純
物を減らす」といった単純な効果に置き換えるべきではありません。反応によって遊離脂肪酸また
はその塩に相当する成分が増える可能性があり、これは酸価、味、臭気、後工程での中和・分離、
最終規格に影響し得ます。したがって本酵素の価値は、特定の結果を一律に保証することではな
く、リゾリン脂質の加水分解という明確な反応を工程中に組み込めることにあります。

関連酵素との比較：生成物で区別すると誤解が少ない

Lysophospholipase は、リン脂質関連酵素の中で名称が混同されやすい酵素です。特に
phospholipase A、phospholipase B、lysophospholipase D などは、いずれもリン脂質・リゾリン
脂質に関わるため、基質名だけで判断すると工程上の意味を取り違えることがあります。区別の軸
は、反応前後で「どの結合が切れ、どの生成物が増えるか」です。
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Figure 2. 리소인지질분해효소는 리소인지질에 남아 있는 지방산 에스터 결
합을 가수분해하여 유리 지방산과 더 극성인 글리세로인산 머리기 생성물을

만듭니다.

酵素・酵素群 主に注目する基質 工程上の見方
Lysophospholipaseとの違
い

Lysophospholipase
リゾリン脂質、例：2-

lysophosphatidylcholine

リゾリン脂質を脂肪酸由
来成分と
glycerophosphocholine
などへ加水分解する

EC 3.1.1.5 では 2-
lysophosphatidylcholine か
ら glycerophosphocholine
と carboxylate を生成する
反応が示される[1]

Phospholipase A
系 一般的なリン脂質

リン脂質から脂肪酸を外
し、リゾリン脂質を生成
する方向で使われること
が多い

リゾリン脂質を増やす側の
反応になり得るため、
Lysophospholipaseとは工
程上の役割が逆になる場合
がある

Phospholipase B
リン脂質およびリゾリン
脂質に広く関わる場合が

ある

複数のアシル結合に作用
する文脈で扱われる

名称が重なる場合があるた
め、対象製品では実際の反
応特性で判断する必要があ
る
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酵素・酵素群 主に注目する基質 工程上の見方
Lysophospholipaseとの違
い

Lysophospholipase
D リゾリン脂質

リゾリン脂質の別経路変
換として扱われる

Lysophospholipase EC
3.1.1.5 の代表反応は
glycerophosphocholine と
carboxylate の生成であ
り、生成物の設計思想が異
なる[1]

この比較からわかるように、Lysophospholipase を選ぶ意味は、リゾリン脂質そのものを蓄積させ
ることではなく、リゾリン脂質を加水分解して別の化学種へ進めることにあります。リン脂質加工
では「リン脂質を改質したい」のか、「リゾリン脂質を作りたい」のか、「リゾリン脂質をさらに分
解したい」のかで、必要な酵素が変わります。Lysophospholipase は3つ目の問いに対応する酵素
です[1]。

実務用途1：レシチン・リゾレシチン関連素材の組成調整

レシチンやリゾレシチンを含む素材では、リン脂質種、リゾリン脂質種、遊離脂肪酸、グリセロホ
スホ化合物の比率が、粘度、分散性、油水界面での挙動、配合適性に影響することがあります。
Lysophospholipase は、リゾリン脂質を glycerophosphocholine と脂肪酸由来成分へ変換するた
め、リゾリン脂質画分を減らす方向の処理に利用し得ます[1]。

この用途では、反応が進むほどリゾリン脂質が減少し、その一方で脂肪酸由来成分が増える点を工
程設計に織り込む必要があります。たとえば、リゾリン脂質が界面活性に寄与している素材では、
過度に分解すると乳化挙動が変わる可能性があります。逆に、リゾリン脂質の残存が後工程や最終
配合で課題になっている場合には、Lysophospholipase による変換が有効な選択肢になり得ます。

レシチン関連素材では、原料の由来や前処理によってリン脂質組成が大きく変わります。大豆、ヒ
マワリ、卵黄、微生物由来など、同じ「レシチン」と呼ばれる素材でも脂肪酸組成やリン脂質種は
同一ではありません。そのため、Lysophospholipase を工程に組み込む際は、酵素の一般的な反応
だけでなく、対象素材に含まれるリゾリン脂質の種類と反応後の組成変化を前提に考える必要があ
ります。
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Figure 3. 인접한 인지질분해효소 활성은 서로 다릅니다. 일부는 리소인지질
을 생성하고, 일부는 이를 가수분해하며, 또 다른 일부는 머리기 또는 아실 전
달 화학을 변화시키기 때문입니다.

実務用途2：油脂加工・脱ガム周辺でのリゾリン脂質制御

油脂加工では、リン脂質やその分解物が微量成分として工程挙動に影響することがあります。
Lysophospholipase は、油脂中または油脂に接する水相・分散相に存在するリゾリン脂質を加水分
解し、より極性の高い成分と脂肪酸由来成分へ変換する可能性があります[1]。この反応は、リン脂
質を除去する化学処理そのものではなく、リゾリン脂質の分子構造を変える酵素的変換として位置
づけられます。

油脂工程で重要なのは、リゾリン脂質がどの相に存在し、酵素がどの相で接触できるかです。リゾ
リン脂質は両親媒性であるため、油相、水相、界面、ミセル様集合体に分布し得ます。酵素はタン
パク質であるため、基質が油相内部に隔離されている場合よりも、界面や水分を含む分散状態で接
触できるほうが反応しやすくなります。したがって、実務上は「酵素量」だけでなく、相状態、撹
拌、温度履歴、滞留時間、前処理による基質露出が反応結果を左右します。

一方、Lysophospholipase 反応によって脂肪酸由来成分が増えることは、油脂品質上の検討点で
す。遊離脂肪酸が後工程で除去される設計であれば問題になりにくい場合もありますが、最終製品
中に残る設計では酸価や官能面への影響を考える必要があります。このため、Lysophospholipase
は「油脂を一律に精製する酵素」ではなく、「リゾリン脂質を特定方向へ動かす酵素」として評価す
るのが適切です。
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実務用途3：脂質組成のバイオプロセス制御

バイオプロセスや素材開発では、脂質分子のわずかな構造差が、分散性、膜相互作用、粒子形成、
抽出性、クロマトグラフィー挙動に影響します。Lysophospholipase は、リゾリン脂質のアシル鎖
を外すことで、脂質分子をより小さな成分へ変換するため、脂質組成を意図的に変化させる工程ツ
ールになります[1]。

たとえば、微生物発酵物、細胞破砕物、脂質抽出物、リン脂質濃縮画分などでは、原料中に複数の
リン脂質・リゾリン脂質が混在します。Lysophospholipase を使用すると、リゾリン脂質に由来す
るピークや画分が変化し、下流工程での分離挙動が変わる可能性があります。ただし、これは特定
の精製収率や回収率を保証するものではありません。酵素反応で変わるのは分子種の分布であり、
その後の分離・濃縮・乾燥・配合で得られる品質は工程全体に依存します。

Figure 4. 효과적인 리소인지질분해효소 처리는 수화, 분산, 지질 계면에 대
한 효소 접근성, 그리고 활성을 유지하는 매트릭스 조건에 달려 있습니다.

このようなバイオプロセス用途では、Lysophospholipase を単独の「万能処理剤」として扱うよ
り、前後の酵素処理、抽出、乳化、遠心、膜分離、乾燥などと組み合わせて設計するほうが現実的
です。リゾリン脂質を残すことが有利な工程もあれば、分解したほうが扱いやすい工程もあるた
め、反応の方向性を明確にしたうえで採用する必要があります。

実務用途4：研究開発・工程評価でのリゾリン脂質変換

研究開発段階では、Lysophospholipase はリゾリン脂質を既知方向へ変換する酵素として利用でき
ます。代表反応が 2-lysophosphatidylcholine から glycerophosphocholine と carboxylate を生じる
反応であるため、リゾリン脂質の寄与を評価したい配合、脂質抽出物、モデル分散系で、分子種を
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意図的に変える手段になります[1]。

この使い方では、酵素反応の結果を「最終製品性能」ではなく「脂質組成を動かした時の系の応答」
として読むことが重要です。たとえば、リゾリン脂質を分解した後に粘度、濁度、相分離、沈殿、
乳化粒子の状態が変わった場合、その変化はリゾリン脂質の減少だけでなく、生成した脂肪酸由来
成分、水溶性リン脂質由来成分、pHや塩濃度、共存タンパク質との相互作用にも影響されます。

なお、科学文書では、酵素の用途説明において出典のない一般化や、存在しない引用を含む記述を
避ける必要があります。大規模言語モデルによる科学的文章では、架空引用や不正確な引用が生じ
得ることが報告されているため、Enzymes.bio の製品説明でも、確認できる反応情報と工程上の合
理的推論を分けて扱うことが重要です[2][3]。

反応条件を考えるときの実務的視点

Lysophospholipase は加水分解酵素であるため、水が反応に直接関与します。EC 3.1.1.5 の代表反
応でも水が基質として明示されており、2-lysophosphatidylcholine のアシル結合を切断して
glycerophosphocholine と carboxylate を生じます[1]。したがって、反応場には少なくとも酵素が
構造を保ち、基質と接触できる水分環境が必要です。

Figure 5. 레시틴 개질에서 리소 지질 함량을 높이는 것과 낮추는 것은 화학

적으로 서로 반대되는 처리 방향입니다.

反応設計では、pH、温度、混合、相状態、基質濃度、共存脂質、塩、金属イオン、界面活性成分、
溶媒履歴などが重要になります。酵素はタンパク質であるため、過度な加熱、極端な酸性・アルカ
リ性、強い有機溶媒、酸化的条件、強い界面活性条件では活性低下や失活が起こり得ます。反応を
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安定に進めるには、酵素が働ける温和な水系または含水分散系を基礎に、対象原料に合わせて工程
を組み立てる考え方が適しています。

また、リゾリン脂質は溶液中で単純な単分子として存在するだけでなく、濃度や共存成分によって
ミセル、二分子膜様集合体、油水界面吸着層などを形成することがあります。この集合状態は、酵
素が基質のエステル結合へ近づけるかどうかに関わります。したがって、反応が期待より進まない
場合、その原因は酵素そのものではなく、基質が酵素から見えにくい相に分配されていることもあ
ります。

Lysophospholipase導入で得られる利点と限界

Lysophospholipase の第一の利点は、リゾリン脂質のアシルエステル結合を選択的に加水分解する
反応を、比較的温和な条件で利用できる点です。酸・アルカリによる非選択的分解と比べ、酵素反
応は対象となる結合や基質範囲に基づいて設計しやすく、脂質素材の過度な分解を避けたい工程で
検討しやすい選択肢になります[1]。

第二の利点は、工程の目的を「リゾリン脂質量の調整」として明確化しやすい点です。リゾリン脂
質が工程トラブル、相挙動、分散性、下流分離に関与している場合、Lysophospholipase によって
その分子種を減らす方向へ動かせます。これは、単に不純物を吸着する処理や、全脂質をまとめて
除去する処理とは異なり、分子構造を変換するアプローチです。

Figure 6. 리소인지질분해효소는 리소 지질이 성능에 영향을 미칠 때 레시틴

개질, 지질 정제 보조, 식품 및 사료 원료, 생명공학 공정 흐름, 화장품 지질 시
스템, 연구 워크플로와 관련이 있습니다.
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一方で、限界も明確です。Lysophospholipase は、すべてのリン脂質を一括で目的物へ変える酵素
ではありません。反応対象は基本的にリゾリン脂質であり、反応により脂肪酸由来成分が増えま
す。したがって、リゾリン脂質の分解が有利かどうかは、最終用途と後工程によって変わります。
たとえば、リゾリン脂質の界面活性を利用したい配合では、過度な分解が望ましくない場合があり
ます。

用途別の評価観点：反応そのものと最終品質を分ける

Lysophospholipase を検討する際は、「酵素反応が起こること」と「最終製品品質が改善すること」
を分けて考える必要があります。前者は、2-lysophosphatidylcholine を glycerophosphocholine と
carboxylate へ加水分解する反応として明確に説明できます[1]。後者は、原料、工程、配合、分離、
乾燥、保管、規格に依存するため、酵素名だけでは決まりません。

用途領域 Lysophospholipaseで直接動
かせる要素

期待される工程上の意
味

注意すべき点

レシチン・リゾレ
シチン処理

リゾリン脂質の加水分解 リゾリン脂質画分の低
減、組成調整

乳化性や粘度への影響
は素材依存

油脂加工 含水相・界面にあるリゾリン脂
質の変換

脂質微量成分の挙動調
整

脂肪酸由来成分の増加
を考慮

バイオプロセス 脂質抽出物中のリゾリン脂質変
換

分離性・分散性の変化
を評価

下流工程との組み合わ
せが重要

研究開発・工程評
価

モデル基質や脂質画分の意図的
変換

リゾリン脂質寄与の切
り分け

結果は生成物と共存成
分の影響も受ける

化粧品・パーソナ
ルケア素材開発

リン脂質系素材の組成変化 乳化・分散・感触設計
の一部として検討

皮膚効果や感触改善を
酵素単独に帰属しない

この表の通り、Lysophospholipase は「リゾリン脂質をどのように扱うか」という工程課題に適し
た酵素です。一方、最終製品の官能性、安定性、保存性、機能性は、酵素反応以外の要因にも強く
依存します。B2B用途では、酵素の役割を過大に広げず、脂質組成を動かすための明確な反応ツー
ルとして位置づけることが、技術的にも商業的にも信頼性の高い説明になります。

Enzymes.bioでの供給形態

Enzymes.bio は Lysophospholipase を、企業ユーザーがオンラインで直接購入できる酵素として供
給します。製品は1 kg単位で販売され、オンライン注文後に処理・配送されます。Enzymes.bio は
製造業者や研究所ではないため、製造者のような表現、独自製法の主張、特定分析法に基づく活性
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単位の記載、グレード保証のような表現は行いません。

注文時には CoA と SDS が併せて提供されます。CoA は受領時の社内記録やロット情報の確認に、
SDS は保管・取り扱い・安全管理に使用できます。酵素はタンパク質製品であるため、湿気、熱、
粉じん、吸入、皮膚・眼への接触などに注意し、受領後は各社の安全管理手順に従って取り扱うこ
とが必要です。

Figure 7. 리소인지질분해효소는 리소인지질이 존재하고 접근 가능하며 원하
는 공정 변화와 직접적으로 연결되어 있을 때 가장 적합합니다.

Enzymes.bio の Lysophospholipase は、リン脂質・リゾリン脂質処理、油脂加工、レシチン関連素
材の組成調整、バイオプロセス開発、脂質画分の工程評価において、リゾリン脂質加水分解という
明確な反応を組み込むための選択肢です。購入単位が明確で、オンラインで直接入手できるため、
社内の開発計画や工程検討に合わせて導入しやすい供給形態になっています。

技術的まとめ：Lysophospholipaseをどう位置づけるべきか

Lysophospholipase は、リゾリン脂質を脂肪酸由来成分と glycerophosphocholine などへ加水分解
する酵素です。代表的な EC 3.1.1.5 反応では、2-lysophosphatidylcholine と水から
glycerophosphocholine と carboxylate を生成することが示されており、この反応が本酵素を理解
するうえで最も重要な基盤です[1]。

B2B用途では、Lysophospholipase を「リン脂質全般を改質する酵素」と広く表現するより、「リゾ
リン脂質をさらに加水分解して脂質組成を調整する酵素」と表現するほうが正確です。レシチン、
リゾレシチン、油脂、脂質抽出物、バイオプロセス原料などでは、リゾリン脂質の残存や変換が工
程挙動に影響し得るため、本酵素はその分子種を意図的に動かすための実務的なツールになりま
す。
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一方、Lysophospholipase の反応は最終品質を自動的に決めるものではありません。分解により遊
離脂肪酸由来成分が増える可能性があり、乳化性、粘度、風味、安定性、分離性、規格適合性は原
料と工程に依存します。したがって、Enzymes.bio の製品説明では、確実に説明できる酵素反応
と、用途ごとの可能性を分けて示すことが、信頼性の高い技術コミュニケーションになります。

Lysophospholipaseをオンライン注文
1 kg単位で販売、在庫あり・即出荷可能です。オンラインストアで直接ご注文・決済いただけれ
ば、当社でご注文を処理します。すべてのご注文に試験成績書（CoA）と安全データシート
（SDS）が付属します。

Lysophospholipaseを購入 →
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Enzymes.bioへお問い合わせ
ご注文に関するご質問は、当社チームが喜んでサポートします。

メール wholesale@enzymes.bio 電話（米国） +1 (507) 428-6057 お問い合わせ →
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